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─件名

届け！ 同友の春風、岩手の隅々に

─内容

全国の皆様の想いが、春風に乗って岩手の地域の隅々に届き始めました。

新潟に集まった全国同友会からの救援物資は、山形、宮城を経由し、18日から毎日直送便で届

いています。

現在岩手県内の被災地、特に沿岸部ではまだまだ食料も、生活物資も全く足りない状況です。し

かし県が指定した盛岡の救援物資拠点には、配送されず山のように重なった物資が置かれたまま

です。沢山の方々の想いを、本当に困っている人たちに届けられない、もどかしい被災地の現状

があります。

避難所においでの方は、まだ定期的な温かい食事の提供や、医薬品の準備などがあり、条件とし

ては良いほうです。厳しいのは小さな公民館や、自宅を開放した小規模避難所です。範囲は非常

に広く、行政も把握できていません。電気も水道もまだ復旧せず、食料も十分に供給されていま

せん。移動するにも燃料が全くありません。

同友会の物流ルートは、当初から全く違いました。全国に血管のように張り巡らされた都道府県

バトンルートが、いち早くつくられ、私たちが今本当に必要としているものが、血液のように流

れています。新潟から届く全国からの便、秋田、青森から直接届く便で盛岡に物資が集められ、

沿岸地域に毎日4トントラックとハイエースで配送されます。

、 、 。震災後から 陸前高田ドライビングスクールは さながら市役所のような機能を果たしています

物流、情報、人の交流拠点です。物資が届いた直後から女性陣が陣頭指揮をとり、仕分けが始ま

ります。事前に避難所の状況を見てきた人からの情報を整理し「あの避難所では今、大人用の紙

おむつが不足している 「あそこには赤ん坊がいるから、粉ミルクを3個追加 「下着が足りない」 」

って言ってたよ」などの声を集め、必要な物資が届き次第、その場で箱を解体し、必要な物資を

ワンパッケージに。それが積み終わると、車が動き始めます。

「 」 、物資を乗せたトラックが到着すると こんなにいたの と思うほどの人がいつの間にか出て来て

自然にそれぞれの避難所へと車が動き出す。その動きを支えているのが、気仙支部会員企業の社

員の方々です。そして「声」を聴いてくるのは、会社も自宅もなくなってしまった同友会の会員

です 「何か人の役に立ちたい」甚大な被害を被った地域の人たち自身も、想いは同じです 「や。 。

ることは以前とは違うけれど、やっていることはいつもと同じ」ある社員が言っていました。街

はなくなっても生き続ける中小企業の姿です。岩手の最も南の拠点である高田から、こうしたぬ

くもりのお届けルートが、大船渡、釜石まで延びようとしています。

今最も問題なのは、一般の家庭に避難しているお年寄りの方々です。自分で給水所に水をくみに

行けない。避難所に炊き出しを貰いに行けない。真っ暗な中でじっと声を出せずに我慢している

方々です。

今日、青森・秋田から届いた自転車50台は、そうした「自宅避難所」の声を聴くためにどうし

ても必要なものでした。同友会自転車隊がいよいよ動き出します。震災から10日経ち、最も過

酷な環境は、映像では見えないところにあります。地域のお客様の顔を見て、声を聴き続けてき

、 。 、 、た企業だからこそ できることがあります 皆様からいただいた想いは 本当に必要な人たちに

同友会会員の手で大切にお届けしています。


